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「子どもたちをそのままにしておきなさい。私のところに来るのを妨げ

てはならない。天の国はこのような者たちのものである。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マタイによる福音書19章14節

　　「子どもたちをそのままにしておきなさい」というイエスさまの言葉

は、現代を生きる私たちの教育観に対し、大切な視点を投げかけていま

す。

　私たちはしばしば、教育を「未熟な存在を一人前に育てること」と定

義し、大人が設定した正解や社会の枠組みへ子どもを適応させることに

腐心しがちです。しかし、ここで私たちは立ち止まり、自らに問わねば

なりません。私たちの生きるこの社会は、何も知らない子どもたちに一

方的に押し付けるほど、十全に善く、完成された社会となっているでし

ょうか。

　イエスさまが弟子たちを叱責されたのは、大人の秩序や論理こそが、

子どもが神へと近づく純粋な歩みをさえぎっていたからです。

　もちろん、ここで命じられている「そのままにする」とは、大人の責

任を放棄した「放任」を許容するものではありません。真の受容とは、

子どもの勝手気ままを放置することではなく、その子が神から授かった

固有の輝きを曇らせないよう、大人が細心の注意を払い、安全な環境を

整え、見守る姿勢を指します。私たち大人は、子どもを大人の都合に合

わせて操作するのではなく、彼らが本来備えている「鏡のように自分の

関わる世界を表現できる力」を信頼し、隣で歩むキリストの愛の姿勢が

求められています。「天の国はこのような者たちのもの」という宣言は、

現代の大人と子どもの中にある支配的な上下関係を逆転させます。不完

全な社会の規範を教え込む前に、大人が子どもから、計算のない信頼や

驚きの感性を学び、自らの価値観を更新し続けること、子どもを「その

まま」に受け入れ、共に社会のあり方を問い直す謙虚な随伴の中にこ

そ、神の国のリアリティが顕れるのです。

5月園だより
認定こども園

聖ミカエル幼稚園

　2026年5月24日

　北海道の桜の花も次々と満開となり、春の訪れを感じる季節となりました。

園庭にもやわらかな陽ざしが降りそそぎ、天気のよい日は、子どもたちは戸外

で、のびのびと過ごしています。

　本日はお忙しい中、幼児部の父母の会総会にご出席いただきありがとうござ

いました。多くの保護者の皆さまにご参加いただき、有意義な時間となりまし

たことを心より感謝申し上げます。これからも子ども達の健やかな成長のため

に、保護者の皆様とともに歩んでまいりたいと願っております。。また、乳児部

の総会は5月23日になっています。よろしくお願いいたします。

　新年度が始まって1か月が経とうとしています。、子どもたちはそれぞれのペー

スで園生活に慣れてきました。一人ひとりの感じ方や育ちを大切にしながら、

それぞれの輝きが見られるようになってきています。

　園内では年長さんが年少さんに優しく関わる姿が見られています。手を引い

たり、遊びを教えたりする中で、思いやりの気持ちや、責任感が育まれていま

す。年少さんや年中さんにとっても、年長さんの存在は安心感につながってい

るようです。異年齢での関わりを大切にしながら、互いに育ち合う環境をこれ

からも大切にしていきたいと思います。

　５月は春の自然が一気に広がる季節です。草花や虫との出会いを楽しみなが

ら、体を思い切り動かして遊ぶ経験を大切にしていきます。

　ゴールデンウィークは、ご家庭でゆったりと過ごしたり、お出かけを楽しま

れたりする機会も多いことと思います。生活リズムが大きく変わりやすい時期

でもありますので、連休明けも無理なく園生活に戻れるよう、ご家庭でも規則

正しい生活を心がけていただければ幸いです。

　季節の変わり目で体調を崩しやすい時期でもありますので、健康管理にご配

慮いただき、元気に登園できますようご協力をお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　園長　小澤　暢子

それぞれの輝きがひかる5月
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